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桐生市庁舎建設基本設計桐生市庁舎建設基本設計
４月に策定した「桐生市庁舎建設基本計画」を基に、「桐生市庁舎建設基本設計」をまとめました。
問い合わせ＝総務課庁舎建設準備室（☎内線221・559）

不整形な建設スペースを最大限に生かした建物配置と形状
　六角型の建物形状で建物の低層化を実現し、周辺への圧迫感と日影の影響を低減します。

水害時に周辺施設との連携を強化する地盤面計画
　盛土により浸水しない駐車場を確保し、美喜仁桐生文化会館と災害時の連携を図ります。

市民が利用しやすい動線計画と駐車場計画
　新庁舎出入口の近接位置に車いす用駐車場や思いやり駐車場を配置します。主に市民が利用する
車両出入口を２か所設けます。また、サクラ並木は現在の車道から歩行者専用へと再整備します。

シビックゾーンのまちと人をつなぐひらかれた庁舎
　新川橋通りに面して、既存樹を生かしながら、旧織姫神社と連続した遊歩道を整備します。
　新庁舎１階にはさまざまに利用できる多目的スペースを配置します。

配置計画
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出入口出入口

出入口出入口

通用口通用口

Ｎ

※イメージ図※イメージ図

広報きりゅう令和３年９月号 2



  ３階　執務・執行部フロア
・�駐車場や（仮称）織姫の杜遊歩道を一望できる南側
に市長室と災害対策本部を配置し、災害時の迅速な
対応を実現します。

  ４階　議会フロア
・�議会の諸室を集約し、独立性を確保します。
・�議場を外部・内部双方から視認しやすい位置に配置
し、市民にひらかれた議場とします。

  ２階　執務・会議室フロア
・�中央の吹き抜けは、上下階を含めた市民窓口の視認
性を向上させます。また、連絡階段を設置します。
・�南側に中・小規模の会議室を集約し、市民、職員双
方の利便性と有効性を高めます。
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平面計画

車寄せ車寄せ

  １階　執務・市民利用フロア
・�中央に待合・ロビーを設け、見通しが良く、分かり
やすいＶ字型の窓口形状とします。
・�総合案内を配置し、各窓口や階段・エレベーターへ
のスムーズな案内を可能にします。

※イメージ図。表現されている設備や備品、色彩、材料などは、変更されることがあります。※イメージ図。表現されている設備や備品、色彩、材料などは、変更されることがあります。
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階層構成と断面計画

明快な階層構成でゾーニングされた使いやすい庁舎
　１～３階に行政機能、４階に議会機能を配置し、市民利用の多い窓口機能は１・２階に配置します。

あらゆる災害を想定した安全で安心な庁舎
　免震構造の採用や、執務スペースの無天井化、勾配の緩やかな盛土など、災害時にも業務の継続
性が高い庁舎とします。

桐生の気候風土を最大限活用する環境配慮型庁舎
　建物中央に吹き抜け空間（エコボイド）を設け、自然換気の促進と自然採光が可能な庁舎としま
す。また、太陽光発電や井水利用など自然エネルギーを最大限活用します。

概算事業費と財源、見込まれる実質負担
　概算事業費は、約90億円を予定しています。内訳は、調査・設計費用に約５億円、解体工事に
約11億円、本体工事に約58億円、環境配慮関連費に約4.5億円、水害対策費に約2.1億円、外構工
事に約3.7億円、電気関連の付帯工事に約2.5億円、備品やブラインド、カーテンなどの関連費用に
約2.8億円、周辺の歩道や道路に関する追加工事に約0.4億円を想定しています。
　財源は、桐生市庁舎建設基本計画で示したとおり、庁舎整備基金が約12億円、合併特例債の活
用が約78億円です。
　合併特例債については、返済時に、その返済額の70パーセントが地方交付税により措置されま
すので、元金の今後の返済総額は、約23.4億円を見込んでいます。また、利子や返済期間などは、
将来の財政負担に配慮し、今後も検討します。
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